
  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

『これ１冊でできる！

わが家の防災マニュ

アル』 

国崎信江／著

明治書院 2011

 
 

 

  東日本大震災から１年 
  

東日本大震災の発生から 1 年が経過しました。今

までに経験したことのない未曾有の災害は、私たち

にこれから取り組むべき大きな課題を数多く残し

ています。 

が、家族の防災マニュアルを作ることを紹介してい

ます。 

ここでのマニュアルは、家族の一日の予定や連絡

方法、緊急時の避難場所など、簡単な項目を書き留

めておくというものです。著者は、普段から家族で

災害が発生した際の行動について話し合い、マニュ

アルにして繰り返し確認することが大切といいま

す。そのことが、別々の場所で被災しても的確に連

絡を取り合い、避難することにつながるようです。 

そのひとつが、自然災害に対する備えです。大震

災を機に、改めて身のまわりの防災について見直さ

れた方も多いのではないでしょうか。 

出版の分野でも、大震災以後、災害に日ごろから

備えるための方法を説いた本が数多く出版されて

います。今回はその中から、私たちの生活の身近な

ところから実践できる防災対策や、地域や行政で計

画する防災についてとりあげた本を紹介します。 

東日本大震災のように平日の昼間に地震が発生

した場合は、被災する場所も様々です。『274 人の

アンケートから考えた大震災・放射能汚染 3.11

以後の備える・守る家族のための防災ＢＯＯＫ』(武

田邦彦 ほか／著 じゃこめてい出版 2011)では、「そ

の時あなたはどこに？」と題して、自宅やビル、駅

や地下街など、被災した場所ごとに身を守る方法を

紹介しています。実際の震災経験者からの声もあわ

せて紹介され、「自分がもし震災に遭遇したら」と

想像しながら防災を学ぶことができます。 

 

１．家庭でできる防災 
 
 

 

 

 

 また、身近に起こりうる災害について知ることも

防災の一つといえます。『図解北陸の地震・津波・

原発 わが家の災害対策』（北國新聞社／編 2011)は、

北陸の活断層や津波などについて、図や写真でわか

りやすく解説しています。富山県の主な断層帯には

呉羽山断層帯がありますが、その呉羽山断層帯の地

震動予測地図なども掲載されています。 

 
東日本大震災は、首都圏にも大きな被害をもたら

しました。交通網が一斉に麻痺したため、多くの人

が帰宅困難者になったり、家族と連絡が取れず不安

を覚えた人が多くあったといいます。こうした出来

事をもとに、本書では危機管理アドバイザーの著者 
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２．「減災」という考え方 2011）も地域、行政での防災の基本を学ぶことがで

きます。  「減災」という言葉をご存知でしょうか。災害時

の被害を完全に防ぐことを目標とするより、被害を

ゼロにはできないが、できるだけ少なくするという

考え方を指します。「減災」の考え方は、阪神大震

災から学んだ防災の基本であるといわれています。 

「減災」については、内閣府より「災害被害を軽

減する国民運動のページ」(※1)があり、その中には

「今すぐできる 7 つの備え」を紹介した「減災のて

びき」があります。7 つの備えには、「地域の危険

を知る」や「家族で防災会議」などがあり、事前に

これらの情報を共有し、相談しておくことが、いざ

という時の冷静な行動につながるとしています。 

 

 

 
『減災の知恵』 

  ―阪神から東日本へ― 

 ３．地域から発行されている防災に関する資料 金芳 外城雄／著

晃洋書房 2011  私たちの住む市や県からも防災に関する資料が

発行されています。昨年 4月に「広報とやま」と合

わせて全世帯に配布された『富山市地震防災マッ

プ』(2011)には、地震によるゆれやすさマップや、

地域の建物危険度マップが掲載されています。各世

帯には、居住する地域版が配布されましたが、全地

域について富山市のＨＰで見ることができ、富山市

立図書館本館にも所蔵しています。 

 
神戸市役所に長年勤め、阪神大震災を経験した著

者が、大震災の復旧・復興過程で学んだことを若い

世代に生きる知恵として伝えるとともに、東日本大

震災についても言及しています。災害発生時から復

興への過程が多方面から広く解説され、震災と行政

の関わりについても学ぶことができます。 

著者は、私たちの生き方、暮らし方の中に自然に

防災が含まれるような生活スタイルを創造するこ

とが大切であるといいます。その中には、家族との

連絡体制や災害に備えた備蓄、また、近隣との触れ

あいや善意をベースにした横のつながりがあげら

れています。  

また、富山市では『富山市地域防災計画』(2006)

を元に『富山市防災マップ』(2008)も防災対策課よ

り発行され、当館でも所蔵しています。そのほか、

河川港湾課より『富山市洪水ハザードマップ』

(2006,2009)も発行されており、富山市のＨＰより情

報を確認することができます。 

この横のつながりは、「減災」を考えるときに重

要です。身近なところでは家族、そして地域住民に

よる普段からの協力体制が、震災時には大きな力を

発揮します。 

 富山県からは、富山県防災・危機管理課より『ふ

るさと富山防災ハンドブック』(2011)が発行されて

います。家庭で実践できる防災や、富山県の災害の

歴史や特徴についてわかりやすくまとめてありま

す。また、自主防災組織の防災学習教材として『み

んなのまちは、みんなで守る！』(2010)があり、当

館でも所蔵しています。そのほか、「富山防災 WEB」

(※2)にも防災啓発情報が掲載されています。 

『地域防災とまちづくり』（瀧本 浩一／著 イマ

ジン出版 2011）は、平易な語り口で、地域の防災

活動のはじめ方から持続までを解説しています。災

害時にどのような被害が発生するかを地図上で想

定し、参加者自身が地域の特徴や課題を地図から読  「地震前に防災の本を読んでいたので慌てること

なく行動できた」という震災経験者からの声のよう

に、一冊の本を読むことから防災を身近にとらえ、

考えてみてはいかかでしょうか。  

み取り、必要な対応を具体的に考える訓練、「災害

図上訓練」の方法も具体的に説明しています。 

また、より詳細に理論から実践までを紹介した

『図上演習入門』（図上演習研究会／編 内外出版   (本館 沖) 

※１ 「災害被害を軽減する国民運動のページ」http://www.bousai.go.jp/km/index.html 
  

※２ 富山防災 WEB http://www.bousai.pref.toyama.jp/web/jsp/index.jsp 
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未発表作品  やがて管長一行を迎えた大法要が終わり、大量の

酒が消費し尽くされた後、長満寺は元の静けさを取

り戻します。 
『天上界』  

（昭和 25 年頃）  

 人里離れた山間地の寺院を「天上界」と称し、そ

こで繰りひろげられる神聖な儀式の裏側に、お金や

飲食といった欲望が満ちていることを暴き出すな

ど、皮肉の効いたユーモアにあふれた作品になって

います。小説としての完成度も高く、発表されなか

った理由は不明ですが、岩倉文学をよく知る人にと

っても、注目すべき未発表作品と言えるでしょう。 

 「岩倉政治肖像写真 50 歳頃」

と本人によるメモ書きのある

写真。昭和 20 年代後半に撮影

されたものと推測される。 

 

 

 
岩倉文庫の整理中、「未発表稿」と書かれた茶封

筒の中に、見慣れない題名の小説の原稿 48 枚分が

見つかりました。これが岩倉の未発表作品「天上界」

です。末尾には「一九五〇・一〇・一七」と擱筆日

が記されています。戦後富山へ移住し、地方での文

学活動を軌道に乗せるべく、奮闘していた時期に執

筆されたことがわかります。 

(本館 舟山) 

 

 

 

 

  小説の舞台は、越中砺波猪栗谷の古刹・長満寺で

す。住職の珍林師は、開祖の四百回忌大法要を企画

し、そこに京都の宗門本山から、管長を招くことに

します。失礼があってはならないと、珍林師や門徒

総代の茶久ヱ門は、わざわざヒノキ造りの滞在所を

新築したり、一行の接待のために大量の酒を準備す

るなど、奔走します。  

 

 

 

 

 『天上界』原稿と、「未発表稿 『天上界』『山村夜

話』」と書きこまれた封筒。 
 

  

  

  
平成 24 年 4 月 23 日(「子ども読書の日」)より、

当館ホームページ内に「こどもページ」を設けます。 

そのほか、楽しい本の情報や子ども会のお知らせ、

図書館業務の紹介のページもあります。ぜひ、ご活

用ください。          （本館 牧田）  その中でも、「調べ学習」のページには、調べ方

案内を載せ、児童の宿題に役立てられるようにしま

した。 

調べ学習のページ 
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いちおしライブラリー 

Q. 「四十物
あ い も の

」とは、郷土料理に関した言葉だ

と思うのだが、その意味を知りたい。 

※1 判じ物：ある意味をそれとなく文字や絵などにして表わし、人に判じ当てさせるようにしたもの。 
（出典：『日本国語大辞典』） 

 

  

   

  

 俵を取積で」（太平記・七）を引いており、鎌倉時

代からの言葉であることがわかった。  

 『岩波古語辞典』（岩波書店 1974）には、「あひも

の」に「合物・相物・四十物」の字が当てられ、語

意は「塩で処理した海産物の総称。」とし「干魚を

売り候ふ物をあひものと申し候。あひものとは、商

ひ物と云う事かと存じ候」（

Ａ． 「四十物」という言葉から、富山市の町名「

四十物町
あいもんちょう

」を思い出す方もいるかもしれない。今回

は、言葉の意味と併せて地名の由来も探ってみるこ

とにした。 

まずは、8,000 語を超える語彙を収録した富山県

の方言集『日本のまんなか富山弁』（北日本新聞社 

2001）をみると、四十物とは「①塩魚・乾魚など、

塩で処理した海産物の総称。塩合物。②鮮魚、塩乾

物すべての魚。藩政時代、富山城下にあった魚市場

周辺の魚屋街を四十物町と呼んだ。」とある。「四十

物」とは、料理名ではなく、食品の名前のようだ。 

 次に日本料理に関わる調理用語や食材、歳時など

の用語を収めた『語源・由来日本料理大事典』（ニ

チブン 2000）をみると、「あいもの」に「相物・

間物・合物」の字が当てられているが、その意味は

先にあげたものと同じように「①魚の塩漬けにした

ものの総称。②鮮魚と干物の中間の状態にある魚の

こと。」とあり、その由来は、「①塩を加え合わせる、

調合する。②2 つの状態にある魚のこと。」とある。 

 そのほか言葉の辞典を調べてみることにする。

『日本国語大辞典』（小学館 1972）では「相物・

間物」の字が当てられ、語意は同じく魚の加工品を

指し、語源は「①アキナヒモノ（商物）の略か。②

生物と乾物との間の物の意か。」とある。 

使用地域として「①乾物、塩物類」は新潟県、岡

山県、徳島県。「②鮮魚、干魚、塩魚などすべての

魚の類をいう。」は長崎県対馬と記載されている。

文献として「～あひ物とて、乾きたる魚の入りたる 

 

 

 

 

康
やす

富記
と み き

・文安 6 年）を

引いている。 

 これらのことから、意味は海産物またはその加工

品であり、語源は①魚に塩を加え合わせる②鮮魚と

干魚の間の状態③あきないものの 3 つの説がある

ようだ。この語源から「合物」「間物」という漢字

が当てられていることは理解できるが、では「四十

物」という当字はどこからきたのかという疑問が残

る。       

『富山県の地名』（平凡社 1994）に、その答え 

となる記述があった。「西四十物」の項に、「アイモ

ノとは塩魚の総称で、鮮魚と干魚との中間程度の意。

これに相物の当字が用いられ、さらに相字を文字遊

戯で目木と書き、判じ物（※1）的に四十と表記し、

塩魚の種類の多い意をかけあわせたものだろう。」 

最後に『おらっちゃらっちゃの富山弁』（北日本

新聞 1992）にも、「あいもの」の意味や語源、四

十物町について 2 頁ほどにまとめてあるので紹介

しておく。 

魚屋の町「四十物町」は、その昔、東西に分かれ

交代で魚市を開き、賑やかだったそうだ。しかし、

天保 2 年の大火ののち、魚問屋は弐番町（現在の西

町）へ移転したという。西四十物の町名は現在もあ

るが、東四十物町は中央通りとなっている。 

（本館 瀬口） 
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